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平
成
30
年
度
地
域
保
健
総
合
推
進
事

業
発
表
会
は
平
成
31
年
3
月
4
日（
月
）、

３
月
5
日（
火
）の
2
日
間
、
都
市
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル
で
地
域
保
健
関
係
者
延
べ

３
５
３
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。1

日
目
は
第
１
部「
健
康
安
全
・
危
機

管
理
対
策
総
合
研
究
事
業
」の
１
演
題
、

第
２
部「
地
域
保
健
総
合
推
進
事
業
」の

16
演
題（
う
ち
、
全
国
保
健
所
長
会
協
力

事
業
が
7
演
題
）が
発
表
さ
れ
、
2
日
目

は
全
国
衛
生
行
政
研
究
会
事
業
の「
地
域

保
健
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
行
わ
れ

ま
し
た（
表
）。

第
1
部
で
は
、「
広
域
大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
地
域
保
健
支
援
・
受
援
体
制

構
築
に
関
す
る
研
究
」に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
研
究
班
で
の
成
果

は
平
成
30
年
3
月
に
厚
生
労
働
省
が
発

出
し
た
活
動
要
領
に
反
映
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
平
成
30
年
度
は
、「
応
援

調
整
マ
ニ
ュ
ア
ル
」「
受
援
調
整
マ
ニ
ュ
ア

大
学
が
88
・
6
％
で
あ
る
こ
と
や
、
保

健
所
と
の
調
査
研
究
を
実
施
し
て
い
る

大
学
が
45
・
7
％
あ
る
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
実
践
事
業
で
は
例
年

通
り
、
若
手
医
師
・
医
学
生
向
け
サ
マ
ー

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
公
衆
衛
生
医
師
募

集
の
広
報
用
媒
体
等
の
評
価
、
日
本
公

衆
衛
生
学
会
総
会
自
由
集
会
の
開
催
、

衛
生
行
政
医
師
に
関
す
る
社
会
医
学
系

専
門
医
制
度
の
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
等

の
検
討
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

「
医
療
構
想
と
包
括
ケ
ア
の
推
進
に
お

け
る
保
健
所
の
役
割
に
つ
い
て
の
研
究
」

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
結
果
や

国
の
動
き
を
踏
ま
え
、
圏
域
に
お
け
る

保
健
所
の
役
割
は
慢
性
期
病
床
と
在
宅

医
療
、
在
宅
介
護
の
資
源
を
確
保
し
、

圏
域
内
自
己
完
結
を
目
指
す
こ
と
で
あ

る
と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
7

月
に
は「
地
域
医
療
構
想
か
ら
地
域
医
療

計
画
へ
～
保
健
所
に
期
待
さ
れ
る
役
割

～
」と
題
し
た
研
修
会
を
開
催
し
た
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

「
精
神
障
が
い
者
を
地
域
で
支
え
る
た

め
の
保
健
所
の
役
割
に
関
す
る
実
践
事

業
」で
は
、
保
健
所
の
地
域
支
援
体
制
や

退
院
後
支
援
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め

全
国
保
健
所
へ
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
精
神
障
が
い
者
の
地
域
移
行
を
実

施
し
て
い
る
部
署
に
つ
い
て
の
設
問
で
は

「
保
健
所
」と
回
答
が
あ
っ
た
の
は
58
・

1
％
で
し
た
。
30
年
3
月
に
厚
生
労
働

省
か
ら
発
出
さ
れ
た「
地
方
公
共
団
体
に

よ
る
精
神
障
害
者
の
退
院
後
支
援
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」に
基
づ
い
た
退
院
支
援
に
つ

い
て
は
、
30
年
11
月
時
点
で
45
・
0
％

の
保
健
所
が
す
で
に
開
始
、
25
・
2
％

が
開
始
予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。
保
健

所
で
行
う
に
当
た
っ
て
の
課
題
に
つ
い
て

は「
職
員
の
人
員
体
制
や
経
験
不
足
」を

挙
げ
た
保
健
所
が
67
・
6
％
と
最
も
多

い
結
果
で
し
た
。
保
健
所
の
積
極
的
な

取
り
組
み
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、
具

体
的
な
方
法
論
を
全
国
保
健
所
へ
周
知

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
併
せ
て
、

人
員
体
制
の
強
化
や
精
神
保
健
担
当
職

員
の
専
門
性
の
向
上
が
図
れ
る
よ
う
、

必
要
に
応
じ
国
や
自
治
体
等
へ
の
提
言

を
検
討
し
た
い
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
広
域
災
害
時
に
お
け
る
健
康
危
機
管

理
支
援
活
動
の
体
制
整
備
と
実
践
力
養

成
事
業
」で
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
踏

ル
」、
被
災
都
道
府
県
の
保
健
医
療
調
整

本
部
や
保
健
所
の「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」、

フ
ェ
ー
ズ
ご
と
の「
D
H
E
A
T
活
動

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
等
の
作
成
に
取
り
組

み
、
併
せ
て
支
援
側
・
受
援
側
両
方
で

広
く
活
用
さ
れ
る
た
め
の『
D
H
E
A

T
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』の
編
集
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
保
健
所
設
置
市
と
都

道
府
県
の
連
携
体
制
整
備
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
両
者
の
関
係
に

つ
い
て
望
ま
し
い
連
携
の
在
り
方
の
提

案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

第
2
部
の「
地
域
保
健
総
合
推
進
事

業
」の
う
ち
、
全
国
保
健
所
長
会
協
力
事

業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
公
衆
衛
生
医
師
の
確
保
と
育
成
に
関

す
る
調
査
お
よ
び
実
践
事
業
」で
は
、
社

会
医
学
系
専
門
医
制
度
が
開
始
さ
れ
、

今
後
、
大
学
と
の
連
携
推
進
が
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
都
道
府
県
等
保
健
所
と

大
学
の
連
携
状
況
の
調
査
が
行
わ
れ
、

保
健
所
長
等
の
講
義
を
実
施
し
て
い
る

ま
え
、
平
成
30
年
度
は
ブ
ロ
ッ
ク
別
D

H
E
A
T
養
成
研
修
の
前
に
、
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
研
修
を
行
い（
都
道
府
県
、

指
定
都
市
に
2
人
ず
つ
の
養
成
）、
そ
の

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
中
心
に
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
支
援
・
受
援
の
実
践
力
を
つ
け
ら

れ
る
よ
う
各
自
治
体
や
保
健
所
単
位
で

の
研
修
、
訓
練
の
実
践
に
つ
な
げ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
平
成
30
年
度
に
発
生
し

た
局
地
的
な
災
害
で
の
D
H
E
A
T
支

援
を
実
践
経
験
し
た
班
員
も
い
る
こ
と

か
ら
、
実
災
害
に
お
け
る
実
践
を
通
じ

て
成
果
と
課
題
の
考
察
も
な
さ
れ
ま
し

た
。
D
H
E
A
T
は「
行
政
に
よ
る
行
政

の
た
め
の
公
衆
衛
生
活
動
の
支
援
」と
い

確
認
は
半
数
以
上
の
保
健
所
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
調
査
結
果
か
ら
検
討

さ
れ
た
内
容
と
し
て
は
、
地
域
・
保
健

所
ご
と
に
環
境
や
事
情
が
異
な
る
こ
と

か
ら
保
健
所
間
で
の
知
見
や
情
報
の
共

有
、
相
互
支
援
体
制
に
つ
い
て
ツ
ー
ル
の

開
発
や
機
会
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
情

報
共
有
・
情
報
公
開
に
つ
い
て
は
国
や

関
係
機
関
へ
の
働
き
掛
け
も
継
続
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

「
薬
剤
耐
性（
A
M
R
）対
策
等
推
進
事

業
」で
は
、
A
M
R
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
示
さ
れ
た
6
分
野
の
中
で
、「
普

及
啓
発
・
教
育
」「
感
染
予
防
・
管
理
」に

保
健
所
が
取
り

組
む
際
の
支
援

事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。
全
国

の
5
自
治
体
で

A
M
R
C
R
C

（
臨
床
リ
フ
ァ
レ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
）

と
共
同
実
施
、

ま
た
保
健
所
連

携
推
進
会
議

（
全
国
8
ブ
ロ
ッ

ク
中
４
ブ
ロ
ッ

ク
）に
お
い
て
A

M
R
対
策
の
講

演
を
実
施
し
ま

う
理
念
に
沿
っ
て
実
際
に
具
体
的
な
支

援
が
で
き
る
チ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
が
普

及
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
養
成
に
お
い

て
協
力
し
て
い
き
た
い
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

「
新
興
再
興
感
染
症
対
策
等
健
康
危

機
管
理
推
進
事
業
」で
は
、
特
に
こ
の
数

年
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
が
散
発
し
て
い
る

麻
し
ん
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
全
国
保

健
所
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
全
国
保
健
所
の
74
・
0
％
か

ら
回
答
が
あ
り
、
95
保
健
所
で
計

１
０
６
事
例
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
を
経

験
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

疫
学
調
査
に
従
事
す
る
職
員
の
抗
体
価

し
た
。
院
内
感
染
対
策
に
関
す
る
保
健

所
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
医
療
機
関

の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
へ
の
参
加
・
関
与
、

院
内
感
染
対
策
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
関

与
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度
調
査
に
比

べ
て
上
昇
し
て
い
ま
し
た
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
の
保
健
所
機
能

強
化
へ
の
活
用
方
法
確
立
お
よ
び
開
発

途
上
国
に
対
す
る
日
本
の
衛
生
行
政
経

験
の
伝
達
可
能
性
の
模
索
」で
は
、
保
健

所
に
お
け
る
外
国
人
対
応
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
作
り
に
取
り
組
み
、

結
核
に
関
す
る
行
政
文
書
の
翻
訳
お
よ

び『
保
健
行
政
窓
口
の
た
め
の
外
国
人
対

応
の
手
引
き
第
1
版（
結
核
）』を
作
成
し

ま
し
た
。
成
果
物
は
全
国
保
健
所
長
会

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.phcd.
jp/

）に
て
共
有
し
、
全
国
の
保
健
所
が

活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

医
学
生
・
若
手
医
師
を
対
象
と
し
た
質

問
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
多
く

が
国
際
・
国
内
双
方
の
公
衆
衛
生
分
野

で
の
勤
務
や
両
領
域
の
内
容
を
含
む
社

会
医
学
系
専
門
医
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
心

を
持
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

以
上
、
全
国
保
健
所
長
会
協
力
事
業

の
7
演
題
に
つ
い
て
簡
単
に
報
告
し
ま

し
た
。
2
日
間
を
通
し
て
、
質
疑
応
答

も
活
発
に
行
わ
れ
た
発
表
会
と
な
り
ま

し
た
。

表　平成30年度地域保健総合推進事業発表会

第1部　健康安全・危機管理対策総合研究事業

　１　広域大規模災害時における地域保健支援・受援体制構築に関する研究
　　　木脇弘二（熊本県菊池保健所長）

第2部　地域保健総合推進事業（全国保健所長会協力事業のみを抜粋）

　１　公衆衛生医師の確保と育成に関する調査および実践事業
　　　廣瀬浩美（愛媛県宇和島保健所長）
　２　医療構想と包括ケアの推進における保健所の役割についての研究
　　　中本　稔（島根県益田保健所長）
　３　精神障がい者を地域で支えるための保健所の役割に関する実践事業
　　　中原由美（福岡県宗像・遠賀保健所長）
　４　広域災害時における健康危機管理支援活動の体制整備と実践力養成事業
　　　白井千香（枚方市保健所長）
　５　新興再興感染症対策等健康危機管理推進事業
　　　井澤智子（茨城県ひたちなか兼日立保健所長）
　６　薬剤耐性（AMR）対策等推進事業
　　　永野美紀（福岡市早良保健所長）
　７　�グローバルヘルスの保健所機能強化への活用方法確立および開発途上国

に対する日本の衛生行政経験の伝達可能性の模索
　　　劔　陽子（熊本県御船保健所長）

第3部　地域保健に関するフォーラム

　Ⅰ　地域医療構想「在宅医療の供給増への方策」
　　　�基調講演　松岡輝昌（厚生労働省医政局地域医療計画課医師確保対策室

長兼在宅医療推進室長）
　　　パネルディスカッション
　　　座長：毛利好孝（全国衛生行政研究会運営委員）
　　①公立病院における総合診療、在宅医療の提供について
　　　　三村令児（たつの市民病院長）
　　②中山間地域における医師会アンケートから
　　　　逢坂悟郎（兵庫県丹波保健所長）
　　③都市部における在宅医療の充実について
　　　　稲荷田修一（柏市保健福祉部地域医療推進課長）
　　④パネルディスカッション
Ⅱ　岡山県における災害時健康危機管理支援チーム（DHEAT）活動
　　パネルディスカッション
　　座長：逢坂悟郎（全国衛生行政研究会会長）
　　①岡山県における被害の概要について
　　　毛利好孝（岡山県備中保健所長）
　　②保健医療調整本部での役割について（リーダーの立場から）
　　　宗　陽子（長崎県県南保健所長）
　　③保健医療調整本部での役割について（ロジスティック担当の立場から）
　　　松本恵理子（長崎県県央保健所次長兼企画調整課長）
　　④被災保健所における支援について
　　　山﨑初美（神戸市保健福祉局保健所調整担当部長）
　　⑤パネルディスカッション
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